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要  旨  

 私たちは、行き届いた教育のもとで、どの子も健やかに成長してほし

いと心から願い、長年にわたって３０人以下学級の実現を求め請願を続

けてきた。本市で３５人以下学級が小学校１、２、３年生と中学校１年

生で実施されていることは、多くの市民の願いに応えるものであり、行

き届いた教育への一歩前進であると喜んでいる。  

 しかし、小学校４年生以上と中学２、３年生で再び４０人学級へ戻る

ことで、子供たちの学ぶ環境に大きな落差が生じている。更に３５人以

下学級実施に伴う教員増がほとんどなく、学校現場は多忙と混乱を極め

ている。行き届いた教育の実現と支障のない学校運営のためには、学級

増に応じた教員の増員が必要である。  

 習熟度別授業や家庭学習チャレンジハンドブックなどに経費や人員を

充てるよりも、学習の土台である学級で教師の指導が行き届き、子供の

学びに寄り添える少人数学級の実現こそ、子供たちの学びを保障し学力

を高める根本的な施策である。習熟度別授業では遅れている子供を集め

ることにより、互いに刺激し合うことが少ないため、逆効果であること

を教師は実感しており、学力の高い子供が遅れた子供を教えるという学

び合いを促す指導のほうが効果的である。  

また、家庭学習により学力向上を図る施策は、家庭環境の違いを考慮

していない。  
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 少人数学級による教師のきめ細やかな対応は、いじめなどの深刻な状

況の早期把握につながり、子供の不適応や学級の荒れなどが生じない学

級・学校経営が可能となる。  

 早急に、すべての学年を少人数学級にするために、下記の項目を実施

されることを求める。  

記  

１  市の独自措置を拡大し、教員増に基づく３５人学級を小・中学校の

全学年で、来年度より実施すること。  

２  学級編制基準を改正し、早期に３０人以下学級が実現するよう国に

働きかけること。  


